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写真
縦37mm横33.6mm
（110×100px）




氏名
一般投稿論説
所属・役職
上の罫線は「デザイン」－「ページの背景」「ページ罫線」－「罫線」「設定対象：段落」1.5pt、上で設定
https://news.mynavi.jp/article/Wordomoidori-15/
ページ余白の設定
ページ余白　上 23mm左右 12mm下 23mm
ヘッダー　余白端 10mm
段見出し（基本 UDデジタル教科書体NK-B、11pt）
執筆基本事項は以下の通り。
本文フォントサイズ：基本　UDデジタル教科書体NK-R　11pt、文字量に応じて縮小。
二段組み：一行文字数・段組間隔任意
(1) 原稿作成はマイクロソフト社WORDを使用する。
(2) 文章は「和文」とする。ただし、人名や引用文献等の固有名詞は原典どおりとすることができる。
(3) 口語体を原則とする。ただし、古典の引用や強調の場合等は文語体も使用可能。また、文体は「・・である」調および「・・です」・「・・ます」調の何れかで統一する。
(4) 句読点は、句点「。」、読点「、」で統一する。
(5) 本文の文字数は、1,600字を目安として、最大1,800字まで（学会誌で１頁相当）とする。
図表・写真を含む場合は、一枚あたり以下(*)のように換算して、合計で1,600～2,000字に収めるものとする。
本文が1,800字を超えた場合は、1,800字以下になるよう削除を求める場合がある。
*写真・図・表（大）：1/2頁（1,100字相当）
*写真・図・表（中）：1/6頁（400字相当）
*写真・図・表（小）：1/12頁（250字相当）
段見出し（基本 UDデジタル教科書体NK-R、11pt）
注意事項
〇固有名詞（人名、地名等）については出典元の表記をそのまま用いることを原則とする。但し、和文以外はこの限りではない。
〇略称（会議名、地名等）を用いる場合は、文中または文末に正式名称を記載する。
〇他の文献から語句または文章を引用する場合は、次の事項を遵守すること。
・出典元の語句または文章をそのまま転記し、引用した箇所にカギかっこをつけるなど、引用箇所を明確にする。
・出典元の情報＜著者、タイトル、出版元、刊行年、参照ページなど＞を、文中または文末に記載する。
〇他の文献からデータを引用する場合は、次の事項を遵守すること。
・出典元の情報＜著者、タイトル、出版元、刊行年、参照ページなど＞を、文中または文末に記載する。
・データは、執筆時点で公表されている最新データを記載する。
〇他の文献等から図、表を引用する場合は、次の事項を遵守すること。
・出典元の情報＜著者、タイトル、出版元、刊行年、参照ページなど＞を、図または表の下に記載する。
・出典元の図、表を、著者が編集または追記する場合は、事前に著者が引用元の著者に編集、追記、および掲載の許可を得る。
〇著者以外が撮影した写真を掲載する場合は、次の事項を遵守すること。
・出典元の情報＜写真タイトル、撮影者、撮影年月日＞を、写真の表題に記載する。
・原稿提出前までに、著者が撮影者に掲載許可を得る。

・掲載された記事の著作権は、土木学会へ帰属する。
・記事は、主張の要旨及び論説本文を土木学会ウェブサイトに掲載する。更に、この原稿は土木学会誌「論説委員会の頁」に掲載する。掲載された論説は再度単行本等として発刊する場合がある。
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